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う。その調査結果に基づいてマーケティングの STP と 4P を分析し、4 社の分析結果を
⽐較したうえで、伝統的⼯芸品産業における成功要因を分析する。 
 次の第 2 章では、⽇本の伝統的⼯芸品産業に関する現状について論じる。第 3 章で
は先⾏研究のレビューを⾏い、第 4 章から第 7 章では 4 つの事例分析を⾏う。最後に





























































少している。⽣産額の推移を⾒ると、まず昭和 49 年から昭和 59 年までは、ほぼ年々増
加し続けている。その後、昭和 61 年には⼀時期、減少傾向が⾒えられるが、平成 2 年
まで徐々に回復し、持ち直していた。しかし、バブル崩壊の平成 2 年以降は⼤きく減少
し続けている。平成 21 年の⽣産額はピーク時である昭和 57 年の約 4 分の 1 にまで減少
した。 
昭和 49 年以降、従業者数と企業数も減少し続けている。平成 21 年の従業者数はピー














ート調査『伝統的⼯芸品産業調査報告書 平成 20 年度』によれば、図表 2 のような課題
がある。 
まず「販路開拓が困難」がもっとも多く、計 173 件中 116 件(約 67.1％)である。次に、
「後継者の確保が難しく不⾜している」が 106 件(約 61.1％)、「社会環境の変化などによ









他にも「消費者ニーズを収集しての企画・開発が困難」の 75 件(約 43.4％)、「産地の
知名 度や PR が⾜りない」の 67 件(約 38.7％)、「流通が旧来のままで硬直的である」
の 55 件(約 31.8％)、「原材料や⽣産⽤具など⽣産基盤の調達が困難」の 48 件(約 27.7％)、
「産地としてのまとまりが⽋けている」の 32 件(約 18.5％)などが課題となっている。 
これらのうち、「販路開拓が困難」「消費者ニーズを収集しての企画・開発が困難」





販路開拓が困難である 116 67.1% 
後継者の確保が難しくて不⾜している 106 61.3% 
社会環境の変化などにより伝統維持が難しい 86 49.7% 
消費者のニーズを収集しての企画・開拓が困難 75 43.4% 
産地の知名度や PR が⾜りない 67 38.7% 
流通が旧来のままで硬直的である 55 31.8% 
原材料や⽣産⽤具など⽣産基盤の調達が困難 48 27.7% 
産地としてのまとまりが⽋けている 32 18.5% 
その他 11 6.4% 
無回答 5 2.9% 
合計 173 100.0% 
出所)「伝統的⼯芸品産業調査報告書 平成 20 年度」より筆者作成。 





図表 3 からかるとおり、平成 20 年から平成 25 年の伝統的⼯芸品の⽣産額の推移を⾒て
も、これらの施策が奏功しているとはいえない。平成 25 年度の⽣産額は前年度の






⼯芸品の指定(通常 2 年以上の期間を要する)、②各種計画の策定(3 年から 5 年までの期












① 調査内容：⽇本伝統的⼯芸品に関するアンケート調査(図表 4〜図表 7) 
② 実施期間：2017 年 12 年 28 ⽇から 2017 年 12 ⽉ 30 ⽇までの 3 ⽇間 
③ 調査⽅法：Facebook で無記名アンケート調査 
④ 質問内容 






く知らない) の 3 段階で調査。 
5. 伝統的⼯芸品の商品について 
(1.⾮常に興味がある、2−興味がある、3−まったく興味がない)の 3 段階で調査。 
⑤ 回答者：129 ⼈(男性 69%, ⼥性 31％) 
⑥ 調査結果：図表 1.4〜図表 1.7 参照。 
 
注)N=129． 
図表 4 回答者の年齢層 
 
注)N=129。 










図表 7 伝統的工芸品に関する興味 
 
以上のように、調査結果によれば、しかし、伝統的⼯芸品の商品に興味を⽰してい



















































図表 8 事例分析で取り上げる 4 社の特徴 
 
第2節	 印傳屋の企業概要と歴史 
図表 9 が印傳屋の企業概要である。創業は 1582 年で、本社は⼭梨県甲府市にあり、
直営店は全国 4 箇所にある。ハンドバック製造では全国 101 社中 2 位である。 
 
図表 9 印傳屋の企業概要 
商号 株式会社印傳屋上原勇七 創業 1582 年(天正 10 年) 
所在地 ⼭梨県甲府市 設⽴ 1943 年(昭和 28 年) 
代表者 上原 重樹(第⼗三代⽬ 上原勇七) 従業員 82 名 
資本⾦ 4 億円 
主業 ハンドバッグ製造業 
従業 かばん・袋物⼩売業 
業種別売上⾼ランキング(決算期平成 29 年 7 ⽉・ハンドバッグ製造) 




2012 年 経済産業省「中⼩企業 IT 経営⼒⼤賞」 受賞 






























19 世紀 1854 年刊『甲州買物独案内』に“印傳御所”という店が記載されて
いる。この記述から、この時期には甲州印伝の⽣産地がすでに形成されて
いたと⾒られる。 
20 世紀 1987 年伝産法に基づいて、経済産業⼤⾂により、「甲州印伝」が





図表 10 印傳屋の調査概要 
調査⽅法 ⽇時 場所 内容 
店舗調査 
 
2018 年 1 ⽉ 3 ⽇ ⼭梨県甲府市 
印傳屋甲府本店 
印傳屋本店訪問 




ネット調査 2018 年 12 ⽉ ⾃宅パソコン Google と Yahoo！での
検索、SNS での調査 













①交通および⽴地状況：本店は JR 甲府駅から徒歩 14 分、⾞で 4 分の場所にある。約
1000 メートルの範囲に甲府城、⼭梨・近代⼈物館、⼭梨・ジュエリーミュージアム、
⼭梨中央銀⾏⾦融資料館、⼭梨県庁、甲府市役所のような歴史名所や博物館や政府機
関などが存在している。本店の⼿前は国道 411 号線/城東通りである。 
②敷地状況：本店ビルは 4 階の建物で、1 階と 2 階は印傳屋本店の敷地となる。1 階
はまた、本店ビルの隣に 20 台駐⾞できる駐⾞場がある。 
③建物外観：本店ビルの 2 階から 4 階までは、甲州印伝の原材料として使う⿅の⾰と
同じで、⽩⾊である。1 階は濃い茶⾊で、⿅のひづめの⾊である。また、4 階に印傳屋
の看板と印傳屋のマークが付けられている。特に、駐⾞場側向きに付けた印傳屋のマ






















いた。北陸地⽅の 1 県からは 1 台で 5％を占める。関東地⽅の 1 都 5 県からは 11 台
(55%)、印傳屋本店の所在地である中部地⽅の 2 県からは 9 台(45%)であった。したが
って、関東地⽅と中部地⽅の来客が多いということが確認できた。 
また印傳屋本店のある⼭梨県からは 6〜7 台(30〜35％)、他県からは 14 台〜13 台
(70％〜65％)であった。富⼠⼭のナンバーは⼭梨県の⼀部と静岡県⼀部が使⽤されて
いるので、県の所属はできない。つまり、県外からの顧客が⼤半であるとわかる。 
図表 11 来客の車ナンバーの調査結果 
地⽅ 都道府県 ナンバー表⽰ 台数 
北陸 ⽯川県(1 台) ⾦沢 1 
関東 栃⽊県(2 台) とちぎ 2 
茨城県(2 台) つくば 1 
⼟浦 1 
埼⽟県(2 台) 熊⾕ 1 
所沢 1 
千葉県(1 台) 柏 1 






中部 ⼭梨県(6 台) ⼭梨 6 
静岡県(1 台) 静岡 1 
不明(1 台)(⼭梨県/静岡県) 富⼠⼭ 2 
合計 10 県 20 
 
③インターネット調査 




ディア Facebook と Instagram へのアクセス。 
結果： 











② 印傳屋の SNS 調査 
2018 年 1 ⽉ 11 ⽇ 22 時の時点で印傳屋の Facebook には 40,592 ⼈が「いいね！」
下；40,517 ⼈がフォロー中である。また、Instagram には 1654 ⼈のフォロワーがいる。 
 
第4節	 STP 分析 
本節では、印傳屋と同業他社 1 社を⽐較し、印傳屋の客層を明らかにする。図表 12
に⽰したとおり、商品は 7 種類で、同業他社(印伝の⼭本の場合)と同じである。模様は
34 種類で、同業他社の 8 種類と⽐べ 4 倍以上の数である。商品のシリーズは 15 つで、
同業他社の約 3 倍である。価格は最低価格がほぼ同じ税抜で 1,400 円だが、最⾼価格が




図表 12 印傳屋と同業他社との比較 







商品模様 34 種類 8 種類 
商品 
シリーズ 
15 つのオリジナルブランド ⾃社商品、 
5 つの企業とのコラボ商品 
商品価格 1,404 円〜264,000 円(税抜) 1,400 円〜57,000 円(税抜) 
 
1 印伝屋ウェブサイト URL: http://www.inden-ya.co.jp/lite/index.html 2018 年 5 ⽉ 22 ⽇ アクセス 








第5節	 4P の分析 
次に 4P 分析を⾏い、印傳屋のマーケティングの特徴を明らかにする。 











第 2 に Price については、印傳屋が販売している商品の価格は品物によって数千円か
ら数⼗万円まで設定されている。同業他社と⽐べ、価格の範囲が広い。 
第 3 に Promotion については、同社は基本的にマスコミによる広告を⾏わない。
Google と Yahoo！Japan で検索したとおり、甲州印伝という地域ブランドは認知度が⾼















































第5章	 事例分析(2) 玉川堂 
第1節	 玉川堂の企業概要と歴史 
次に、伝統的⼯芸品として燕鎚起銅器を製造する⽟川堂の事例を取り上げる。図表
14 は同社の企業概要である。創業は 1816 年で、本社は新潟県燕市にあり、直営店は全
国３箇所にある。銅･同合⾦鋳造物製造では全国 130 社中 49 位である。 
 
図表 14 玉川堂の企業概要 
商号 株式会社⽟川堂 創業 1816 年(⽂化 13 年) 
所在地 新潟県燕市 設⽴ 1961 年(昭和 28 年) 
代表者 ⽟川 基⾏(第七代⽬) 従業員 23 名 
資本⾦ 1 千万 
主業 銅･同合⾦鋳造物製造業 
業種別売上⾼ランキング(決算期平成 28 年 6 ⽉・銅･同合⾦鋳造物製造) 





1958 年 新潟県「新潟県指定無形⽂化財」指定  
1980 年 ⽂化庁「記録作成等の措置を講ずべき無形⽂化財」指定 
2002 年 ⽟川宣夫が紫綬褒章 受章 
2010 年 重要無形⽂化財「鍛⾦」⼈間国宝(⽟川宣夫)認定 
















1816 年(⽂化 3 年)⽟川覚兵衛は鎚起銅器の製造技術を受け継ぎ、「也寛屋覚
兵衛」(現⽟川堂)を開業した。 




1873 年(明治 6 年)⽟川覚次郎がウィーン万国博覧会に⼯芸品を出品。「⽟川
堂」の銘を始めて⼊れた。燕鎚起銅器の名を全世界に広がった。以降戦前ま
で約 30 回海外および⽇本国内の博覧会に製品を展⽰した。 
1882 年(明治 15 年)銅器と⽮⽴が燕の中⼼産業となった。 
1886 年(明治 19 年)独⽴する優秀な職⼈に「⽟」の字を送り始める。 
1893 年(明治 26 年)3 代⽬家⻑⽟川覚平がコロンビア博覧会にて出品。 
1903 年(明治 36 年)第 5 回内国勧業博覧会に参加 
1904 年(明治 37 年)アメリカセントルス博覧会に出品、銀賞を受賞 
1907 年(明治 40 年)東京勧業博覧会に出品、三等賞を受賞 
1910 年(明治 43 年)3 代⽬家⻑⽟川覚平が⽇英博覧会に出展、銀賞を受賞 
1913 年(⼤正 2 年)鎚起銅器の特産地として、燕町が紹介された。 
1924 年(⼤正 13 年)燕製品の評判が世間に広がった。 
1926 年(⼤正 15 年)3 代⽬家⻑⽟川覚平が南⽶フィラデルフィア万国博覧会
に出品、最⾼賞を受賞。 
1935 年(昭和 10 年)南⽶フィラデルフィア万国博覧会に出品、以降戦局の悪
化により博覧会には出展できなくなった。 
1958 年(昭和 33 年) 新潟県「新潟県指定無形⽂化財」指定  
1980 年(昭和 56 年)⽂化庁より「記録作成等の措置を講ずべき無形⽂化財」
指定 
1981 年(昭和 57 年)燕分⽔銅器協同組合設⽴。燕の鎚起銅器が経済産業⼤⾂
指定伝統的⼯芸品の第 126 品⽬「⾦⼯品」として正式名称「燕鎚起銅器」に
指定 
2002 年(平成 14 年)⽟川宣夫が紫綬褒章 受章 
2010 年(平成 22 年)重要無形⽂化財「鍛⾦」⼈間国宝(⽟川宣夫) 認定 








図表 15 玉川堂の調査概要 
調査⽅法 ⽇時 場所 ⽅法 
店舗調査 2018 年 1 ⽉ 5 ⽇ 東京都 GINZA SIX ⽟川堂銀座店訪問 
インタビュー 2018 年 1 ⽉ 5 ⽇ 東京都 GINZA SIX 店にいる従業員に質問 
ネット調査 2018 年 12 ⽉ ⾃宅パソコン Google と Yahoo！での 
検索、SNS での調査 
資料調査 2018 年 1 ⽉ ウェブサイト ⽟川堂のホームページ閲
覧、店舗受領資料など 
①店舗調査 
⽇時：2018 年 1 ⽉ 5 ⽇ 
場所：東京都中央区銀座 6 丁⽬「GINZA SIX」 
⽅法：店舗の観察 
結果： 
















⽇時：2018 年 1 ⽉ 5 ⽇ 














⽇時：2017 年 12 ⽉ 27 ⽇ 
⽅法：インターネットを利⽤して、「燕鎚起銅器」というキーワードを Google と
Yahoo！Japan で検索する；⽟川堂のホームページにて情報を閲覧する；ソーシャルメ
ディア Facebook と Instagram へのアクセスなど。 
結果： 
① Google と Yahoo！Japan で「燕鎚起銅器」の検索結果 
同様の検索⽅法で Google と Yahoo！Japan で「燕鎚起銅器」を検索したところ、以
下の結果が得た： 








②⽟川堂の Facebook と Instagram 

















図表 16 玉川堂と同業他社との比較 




急須や鍋など 15 種類 
商品価格 3,500 円~500,000 円(税抜) 2,500 円〜100,000 円(税抜) 
商品販売 東京の繁華街にある直営店 卸業者経由販売のみ 
 
 
3 ⽟川堂ウェブサイト URL: http://www.gyokusendo.com 2018 年 5 ⽉ 22 ⽇ アクセス 
4 ⼤橋保隆ウェブサイト URL: https://yasutakaoohashi.wixsite.com/tsuikidoukisyokunin/blank-8 2018 年 5




第4節	 4P の分析 
本節は第 2 節の調査結果に基づいて、4P 分析を⾏い、⽟川堂のマーケティングの特
徴を明らかにする。 





古くから使ってきた 13 種類の槌、8 種類のヤスリ、上がり盤、6 種類の⿃⼝、4 種類の
刃、板⽑引、⼗⽂字、コンパス、トースカン、数⼗種類の鏨、はし、ぱす、2 種類のや
っとこ、ツメ起こし、ケガキ針、サゲ、ヤニ台、定盤など数⼗種類により、製造を⾏
っている。普通⼀つの製品を作り上げるのに、20 種類から 30 種類くらいの道具を使
































東京にある⽟川堂⻘⼭店は 2014 年 8 ⽉ 25 ⽇より⻘⼭エリアの⼀等地に開業されて
いる。東京メトロ線の「表参道駅」b1 出⼝から徒歩 3 分のアクセスしやすい場所であ
る。また、⽟川堂銀座店は本章第⼆節に紹介したように銀座の⼀等地にある⾼級百貨


















Place 直営店販売にこだわる、特に地元以外に東京に 2 店舗を出店 
 




外 12 箇所にある。銅･同合⾦鋳造物製造では全国 130 社中 13 位である。 
 
図表 18 能作の企業概要 
企業概要 
商号 株式会社能作 創業 1916 年(⼤正 5 年) 
所在地 富⼭県⾼岡市 設⽴ 1967 年(昭和 42 年) 
代表者 能作 克治(第五代⽬) 従業員 68 名 
資本⾦ 3 千万 
主業 銅･同合⾦鋳造物製造業 
業種別売上⾼ランキング(決算期平成 28 年 9 ⽉・銅･同合⾦鋳造物製造) 
全国 130 社中 13 位 富⼭県 20 社中 2 位 







⑧博多阪急店 (所在地：福岡県福岡市)  
⑨マリエとやま店 (所在地：富⼭県富⼭市) 
⑩富⼭⼤和店 (所在地：富⼭県富⼭市) 


















2007  経済産業省「地域資源産業活⽤事業計画」第 1 号認定 
    国⼟交通省「⽇本のおみやげコンテスト」地域賞 
2008 「元気なモノ作り中⼩企業 300 社」選出 
2011 「⽇本で⼀番⼤切にしたい会社」受賞 
2012  富⼭県「中⼩企業元気とやま賞」受賞 
    ⽇本鋳造⼯学会「Castings of the Year 賞」受賞  









1609 年(慶⻑ 14 年)加賀藩主前⽥利⻑が⾼岡城へ⼊城し、⾼岡の町を開いた。 
1611 年(慶⻑ 16 年)前⽥利⻑が部⾦屋村(現・⾼岡市⼾出⻄⾦屋)から⾦森弥右
衛⾨ほか 7 ⼈の鋳造師を現在の⾼岡市⾦屋町に呼び寄せ、⾼岡銅器の歴史が
始まった。 
1916 年(⼤正 5 年)能作が創業、⾼岡市京町で⻘銅鋳物の仏具製造を開始。 
1967 年(昭和 42 年) 業容の拡⼤に伴い、有限会社ノーサク(現・能作)設⽴。 
1975 年(昭和 50 年)⾼岡銅器が経済産業⼤⾂指定伝統的⼯芸品の第 5 品⽬
「⾦⼯品」として認定された。 
1977 年(昭和 52 年)⾼岡市⼾出栄町に新⼯場竣⼯に伴い移転 
2001 年(平成 13 年) 東京原宿で能作の鋳器「鈴・林・燐」開催  
2002 年(平成 14 年)業容・業域の拡⼤に伴い、株式会社 能作と改組改称、⾼
岡市熊野町に「GALLERY SA-KU」開店  
2003 年(平成 15 年) 錫(100%)製の鋳物、主にテーブルウェアの製造を開始、
⾼岡産業⽂化振興基⾦に「錫 100%の新製品の開発」が認定  
2004 年(平成 16 年) オリジナルデザインの⾵鈴が⽇本デザインコミッティー
のコレクションに選定、 錫シリーズが富⼭プロダクツに選定  
2007 年(平成 19 年) 表参道で「能作展」開催、経済産業省地域資源産業活⽤
事業計画第 1 号認定、国⼟交通省「⽇本のおみやげコンテスト」地域賞受賞 
2008 年(平成 20 年) オリジナルデザインのベルがニューヨーク近代美術館
(MOMA)販売品に認定、経済産業省「元気なモノ作り中⼩企業 300 社」認定  
2009 年(平成 21 年) ⽇本橋三越本店に「⾼岡 能作」として出店  
2011 年(平成 23 年)松屋銀座店に「能作」として出店、 第 1 回「⽇本で⼀番
⼤切にしたい会社」審査委員会特別賞を受賞  
2011-2013 年(平成 23- 25 年) 表参道にて期間展「能作展」を毎夏開催  
2012 年(平成 24 年) パレスホテル東京に「能作」を出店、第 1 回「中⼩企業
 




元気とやま賞」受賞、⽇本鋳造⼯学会第 1 回「Castings of the Year 賞」受賞  
2013 年(平成 25 年)⼤阪の阪急うめだ本店に「能作」出店、 第 14 回 「とや
ま発明賞」富⼭県発明協会会⻑賞、 第 5 回「ものづくり⽇本⼤賞」経済産業
⼤⾂賞を受賞 
2014 年(平成 26 年) ⼤和富⼭店に「能作」出店、マリエとやまに「能作」出
店、福岡三越店に「能作」出店、イタリアミラノに能作ショップをオープ
ン、GALLERY SA-KU から GALLERY NOUSAKU に改称、医療機器製造業
許可証を取得  
2015 年(平成 27 年)富⼭県推奨とやまブランドに「能作の錫製品」として認定 
EY アントレプレナー・オブ・ザ・イヤー2015 ジャパン東海･北陸地区代表   
2016 年(平成 28 年) 創業 100 周年を迎える、KAGO - スクエアがおもてなし








図表 19 能作の調査概要 
調査⽅法 ⽇時 場所 ⽅法 
店舗調査 2018 年 1 ⽉ 5 ⽇ 





インタビュー 2018 年 1 ⽉ 10 ⽇ 能作パレスホテル
東京店 
店にいる従業員に質問する 
ネット調査 2018 年 12 ⽉ ⾃宅パソコン Google と Yahoo！の検索
SNS での調査 








⽇時：2018 年 1 ⽉ 5 ⽇ 
場所：東京都中央区銀座 3-6-1 松屋銀座 7 階 
⽅法：顧客として、店舗にて購買体験および観察する 
結果： 
①⽴地状況：松屋銀座 7 階の和⾷器売り場の⼀⾓にある。 
②交通状況：東京メトロ銀座線・丸ノ内線・⽇⽐⾕線の「銀座駅」A12 出⼝より直
結している。 






⽇時：2018 年 1 ⽉ 10 ⽇ 
場所：東京都千代⽥区丸の内 1-1-1 パレスホテル東京 B1 階 
⽅法：店舗の観察 
観察結果： 
①⽴地状況：JR「東京駅」丸の内北⼝より徒歩 8 分、地下鉄「⼤⼿町」C13b 出⼝よ









⽇時：2018 年 1 ⽉ 10 ⽇ 


















⽇時：2017 年 12 ⽉ 27 ⽇ 
⽅法：インターネットを利⽤して、「⾼岡銅器」というキーワードを Google と
Yahoo！Japan で検索する；能作のホームページにて情報を閲覧する；ソーシャルメデ
ィア Facebook と Instagram へのアクセス。 
結果： 
①Google と Yahoo！Japan で「⾼岡銅器」の検索結果 
同様の検索⽅で Google と Yahoo！Japan で「⾼岡銅器」を検索したところ、以下の
結果が得た：Google では、最初のページの「⾼岡銅器」に関する結果が出たが、能作
に関する内容は 9 番⽬の⾼岡銅器に関わるオンラインショップの情報のみに現れた。
また、Yahoo！Japan での検索結果もほぼ Google と同じで、最初のページでは能作に
関する内容は⾼岡銅器に関わるオンラインショップの情報以外に現れていない。 
②能作の Facebook と Instagram 
2018 年 1 ⽉ 12 ⽇ 0 時の時点では、能作の Facebook には 2983 ⼈が「いいね！」を
した。3074 ⼈がフォロー中である。259 枚の写真がアップロードされている。投稿は










第3節	 STP の分析 







図表 20 能作と同業他社との比較 















6 能作ウェブサイト URL: http://www.nousaku.co.jp/ 2018 年 5 ⽉ 22 ⽇ アクセス 
























第 3 に Promotion については、⽴地のいい場所と有名な⾼級百貨店の出店すること
が話題になって、雑誌などで紹介されている。⼈気のサイトにもオンラインショップ
を作って、現代⼈のライフスタイルに応じた販売⽅法で能作の名をインターネット通





最後に Place は、直営店の展開とインターネットでの販売を積極的に⾏っている。 
直営店については、現在国内に 11 店舗、海外 1 店舗を展開している。⾼岡にある本

















図表 21 能作の STP と 4P 
STP 斬新なデザイン現代⾵的な⽇常⽤品で⼀般⼤衆をターゲットに
する 













所にある。卓上⽤硝⼦器具製造業では全国 26 社中 11 位である。 
 
図表 22 華硝の企業概要 
企業概要 
商号 株式会社江⼾切⼦の店華硝 創業 1946 年(昭和 21 年) 
所在地 東京都江東区⻲⼾ 設⽴ 1974 年(平成 6 年) 
代表者 ⾼本 和男 従業員 16 名 
資本⾦ 5 百万 
主業 卓上⽤・厨房⽤硝⼦器具製造業 
業種別売上⾼ランキング(決算期平成 29 年 8 ⽉・卓上⽤硝⼦器具製造業) 
全国 26 社中 11 位 東京都 13 社中 8 位 




2007 年 経済産業省「地域資源事業活⽤計画」東京都第⼀号 認定 
2008 年 洞爺湖サミットの国賓の贈呈品 選出 





















1873 年(明治 6 年)明治政府の殖産興業政策の⼀環として品川興業社硝⼦
製造所が開設され⽇本での近代的な硝⼦⽣産の試みが始まった。同年、
ウィーン万博に⽇本が初参加した。江⼾切⼦も出品された。 
1881 年(明治 14 年)当時最先端の技術を持ったイギリスから御雇い外国⼈
としてカットグラス技師・エマヌエル・ホープトマンを招聘し技術導⼊
が⾏われ数名の⽇本⼈が師事、近代的な技法が確⽴され以後発展した。 
1941 年(昭和 16 年)真珠湾攻撃を経て、太平洋戦争勃発戦争が激化した。
職⼈たちは疎開され、航空機や船などの軍需産業に駆り出された。同年
ＨＯＹＡ(その時の名は東洋光学硝⼦製作所)が創⽴した。 




1946 年(昭和 21 年)江⼾切⼦発祥の地である東京都江東区⻲⼾にて熊倉茂
吉(初代)が⼯房を設⽴。当時は⼤⼿硝⼦メーカーの下請けだった。腕がよ
く、主に海外向けの作品の制作を担当していた。 
1985 年(昭和 60 年)江⼾切⼦、東京都伝統⼯芸品として認定された。 




8 江⼾切⼦協同組合ウェブサイト URL：https://www.edokiriko.or.jp/ 2018 ⽉ 5 ⽉ 22 ⽇ アクセス 





2002 年(平成 14 年)江⼾切⼦が経済産業⼤⾂指定伝統的⼯芸品の第 196
品⽬「その他の⼯芸品」として認定された。 
2007 年(平成 19 年)経済産業省「地域資源事業活⽤計画」東京都第⼀号に
認定された。 





2010 年(平成 22 年)⽇本の硝⼦⽂化の更なる発展のために職⼈が主催する
⽇本初の江⼾切⼦スクール「HanashyoʼS」を開校した。技術継承とスタ
ッフ育成にも⼒を⼊れるようになった。 



























図表 23 華硝の調査概要 
調査⽅法 ⽇時 場所 ⽅法 
店舗調査 
 






















座線など 3 つの交通路線の「新⽇本橋駅」「⼩伝⾺町駅」「三越前駅」などから徒歩 2










⽇時：2018 年 1 ⽉ 12 ⽇ 
⽅法：インターネットを利⽤して、「江⼾切⼦」というキーワードを Google と
Yahoo！Japan で検索する；華硝のホームページにて情報を閲覧する；ソーシャルメデ
ィア Facebook と Instagram へのアクセス。 
結果： 
①Google と Yahoo！Japan で「江⼾切⼦」の検索結果 






③華硝の Facebook と Instagram 
2018 年 1 ⽉ 12 ⽇の時点で、華硝の Facebook では、1,070 ⼈が「いいね！」した。




第3節	 STP の分析 

















い呑みなど 4 種類 
紋様 伝統的な紋様の他に、独⾃考案し
た 7 種類の紋様がある 
7 種類 
価格 8,640 円〜756,000 円(税込) 3,080 円〜35,640 円(税込) 
店舗 東京にある直営店 2 店舗 東京にある直営店 1 店舗 
 
第4節	 4P の分析 
本節は第 2 節の調査結果に基づいて、4P 分析を⾏い、華硝のマーケティングの特徴
を明らかにする。 
第 1 に Product について、同社のすべての製品は江⼾切⼦の職⼈の⼿作業により作
られた伝統的⼯芸品「江⼾切⼦」である。 
製造⼯程において、江⼾切⼦の伝統技法を⽤いて製造している。割り出し、粗摺













10 華硝ウェブサイト URL：https://www.edokiriko.co.jp/ 2018 ⽉ 5 ⽉ 22 ⽇ アクセス 
















図表 25 華硝のマーケティングの特徴 
STP 独⾃に考案したオリジナル紋様の⾼級な商品で⾸藤圏の富裕層を
ターゲットにする 









図表 26 華硝のマーケティングの特徴 



















































































図表 26 のように、STP 分析から、4 社のターゲットとなる客層は 2 種類がある。⼀
般⼤衆をターゲットにする印傳屋と能作、富裕層をターゲットにする⽟川堂と華硝。
Product 分析から 4 社の商品は 2 段の格差があるとわかった。⽇常的な伝統的⼯芸品で
ある印傳屋と能作、⾼級な伝統的⼯芸品である⽟川堂と華硝。Price 分析からも 4 社の
商品価格は 2 つのレベルで設定されているとわかった。庶⺠的な価格である印傳屋と
能作、こう価格設定の⽟川堂と華硝。Promotion 分析から 4 社が類似度の⾼い共通の







本節では 4 事例の共通点と相違点を分析し、その成功要因を考察する。 






































































未来⼯学研究所(2009)「伝統的⼯芸品産業調査報告書 平成 20 年度」。 
